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令和 2年 2月 21日

近畿大学 学長様

横浜市教 育委員会

教育長 魚里渕 信也

令和2年度実施 横浜市公立学校教員採用候補者選考試験における

大学推薦特男|」)巽考対象者の推薦について (依櫛

日頃から、横浜市の教育行政に御理解・御協力いただき厚く御礼申し上げます。
さて、令和2年度実施 横浜市公立学校教員採用{奥補者選考試験におきまして、大学推薦特別選考を実施いた

します|。

つきましては、学生の皆様、お知らせいただき、御機篤いただきたくお願い申し上げます。
なお、教員採用候補者選考試験及び大学推薦特別選考の詳細につきましては、受験案内 (令和2年 4月 6日 配

布開始予定)、 別添の推薦要領及び事務取扱を御覧くださυヽ

推薦人数
(1)小学校

(2)中学校・高等学校

(3)中学校・高等学校

(4)中学校・高等学校

(5)中学校・高等学校

(6)牛拐lj支援学校

0名 (大学院を含む)

1名 (大学院を含む)

2名 (大学院を含む)

1名 (大学院を含む)

1名 (大学院を含む)

0名 (大学院を含む)

(国語)

(数学)

(理科)

供語)

また、次の条件に該当する方については、上記(1)～ (6)に示す推薦人数とは別に推薦することができます。

嬢 主k´遺雄 :s糠「1碇を受ュK空錫 「鈍 製 笙 立¢r、迎 鯨 Kださl虹

対象区分 対象 推薦可能人数

小学校
_堅:盪:コ!諭:澄i:肇[壼[送_■:壺:主_ユ

`邑

_輩:込をi筆:主_壼 :

又は墓蓮二選立:登二重菫型生二Z整三二4重主う童
1名

2 機薦条件・推薦手続等
上記「1 推薦人数」のほか、別添の推薦要領及び事務取扱を御覧ください。

3 書類提出難問
令和2年 4月 6日 (月 )から5月 12日 (火)まで (令和2年 5月 12日 (火)消印有効)

横浜市教育委員会事務局

教職員人事課 任用係 採用担当

電 話 045(671)3246

FAX 045(681)1413



ヽ

令和 2年 2月 20日
横浜市教育委員会事務局

教 職 員 人 事 課

令和 2年度実施 横浜市公立学校教員採用候補者選考試験 大学推薦特別選考推薦要領

1 趣旨
この要領は、令和2年度実施横浜市公立学校教員採用候補者選考試験特別選考③ 【大学推薦特別選考】(以下、

「特別選考③」)の実施において、候補者を大学 (大学院)及び教職大学院が推薦するために、必要な事項を定め
るものとする。

2 選考の対象となる受験区分

(1)小学校

(2)中学校 。高等学校 (国語)

(3)中学校 。高等学校 (数学)

(4)中学校 。高等学校 (理科)

(5)中学校 。高等学校 (英語)

(6)特別支援学校

3 対象大学等

平成 29年 4月 1日 から令和 2年 4月 1日 において、小学校、中学校 (国語)、 中学校 (数学)、 中学校 (理科)、

中学校 (英語)又は特別支援学校の、一種吉しくは専修普通免許状取得の課程認定を受けている大学 (大学院)又
は教職大学院

4 推薦条件

次の (1)か ら(6)までの全ての要件を満たす者 (中学校・高等学校 (英語)で受験する者については、 (1)か ら(7)

までの全ての要件を満たす者)で、壺i菫【道11重:壺

`:生

」壺:壺:塾壺豊ゴ茎望と:し、教師として優れた実践力を発揮するこ
とが期待でき、学長が推薦する者。

(1)令和 3年 3月 に、小学校、中学校 (国語)、 中学校 (数学)、 中学校 (理科)、 中学校 (英語)又は特別支援

学校の一種普通免許状を取得できる大学を卒業する見込みの者、専修普通免許状を取得できる大学院を修了

する見込みの者又は教職大学院を修了する見込みの者

(2)小学校、中学校 (国語)、 中学校 (数学)、 中学校 (理科)、 中学校 (英語)又は特別支援学校の一種普通

免許状若しくは専修普通免許状を有する者又は令和 3年 3月 31日 までに確実に取得できる見込みの者
※特別支援学校区分受験者については、特別支援学校の普通免許状に加え、小学校又は中学校の普通免許状を

有する者 (取得見込みの者を含む。小学校又は中学校の免許状について免許の区分・教科は間わない)

(3)昭和 36年 4月 2日 以|`準に出生した者

(4)横浜市教育委員会が求める教師像にふさわしい資質 。能力を有する者

(5)学業成績が優秀である者

(6)地方公務員法第 16条及び学校教育法第 9条の欠格事項に該当しない者

(7)次の (ア)か ら (ウ)の いずれかの級・スコアを有する者で、学長が推薦に足ると判断した者。ただし、 (イ )。 (ウ )

については、｀
「 成 30年 4月 1日 以降に取得したものを対象とする。

(ア)実用英語技能検定準 1級

(イ)TOEIC(IPは 除く)800点以上

(ウ)TOEFL iBT 80点以上



5 推薦の人数

(1) ′Jヽ学校

各大学 (大学院)における推薦人数は、令和元年度実施横浜市公立学校教員採用候補者選考試験の小学校区分

における、令和2年 3月卒業見込みの者の最終合格者数に応じて、次のとおりとする。

また、教職大学院を設置する大学は、大学 (大学院)か らの推薦とは別に、教職大学院から人数の上限を設け

ず推薦することができる。

○大学 (大学院) 1～ 11名

○教職大学院   上限なし

令和元年度ilて終合格計数 推薦人数

20名以上 11名

16～ 19名 10名

13～ 15名 9名

10～ 12名 8名

8～ 9名 7名

令和元年度最終合格者数 推薦人数

6～ 7名 6名

4～ 5名 5名

3名 4名

2名 つ ノク
0徊

1カ
ェンロ 2名

0名 または新規
1ノク
■‐■コ

なお、中学校教諭普通免許状 (英語)取得者 (取得見込みを含む)又は次の (ア)から (ウ)のいずれかの級・

スコアを有する者については、上記に定める小学校区分の推薦人数とは別に1名を推薦することができる。

ただし、 (イ )。 (ウ)については平成80年 4月 1日 以降に取得したものとする。
j※

:雄:慶△斐:ヱ:ユ:駆11,■:墜色を」生薦lK:さて,込翁:韮:Lヽヱ1ゞヨ:塾,甕塁1塁iヨ;定:を受主lコ:■滅ζLIゞi臼,2独と:主う́虫́

(Э大学 (大学院) 1名
必要とする資格・級・スコア 推薦人数

中学校教諭普通免許状 (英語)

1名
(ア)実用英語技能検定準 1級

(イ)TOEIC(IPは除く)730点以上

(ウ)TOEFL iBT 80点以上

※中学校教諭普通免許状 (英語)について、専修、一種、二種の別は問わない。

(2)中学校・高等学校 (国語、数学、理科及び英語)

各大学 (大学院)における推薦人数は、令和元年度実施横浜市公立学校教員採用候補者選考試験の中学校 。高

等学校区分 (国語、数学、理科及び英語)における、令和 2年 3月卒業見込みの者の最終合格者数に応じて、次
のとおりとする。

また、教職大学院を設置する大学は、大学 (大学院)か らの推薦とは別に、教職大学院から各教科 1名を推薦

することができる。

【各教科】

○大学 (大学院) 1～ 2名

○教職大学院   1名

令和′L年度巌終合格者数 (各教科) 推薦人数 (各教科)

1名以上 2名

1名未満または新規 1ノ0
■ 個



,

(3)特別支援学校

各大学 (大学院)における推薦人数は、令和元年度実施横浜市公立学校教員採用候補者選考試験の特別支援学

校区分における、令和 2年 3月 卒業見込みの者の最終合格者数に応じて、次のとおりとする。

また、教職大学院を設置する大学は、大学 (大学院)か らの推薦とは別に、教職大学院から1名 を推薦するこ

とができる。

被推薦者の有する (取得見込みを含む)特別支援学校免許状について、領域は問わない。

なお、受験資格として特別支援学校の普通免許状に加え、小学校又は中学校の斗通免許状を有する (取得見込

みを含む)こ とが必要となるが、小学校又は中学校の免許状について免許の区分・教科は間わない。

○大学 (大学院)  1～ 2名

○教職大学院    1名

令和元年度最終合格者数 (各教科) 椎薦ノ、数 (各教科)

1名以上 2名

その他 (1名未満または新規) 1名

6 翌年度以降の推薦の人数
被推薦者に欠席者・辞退者が出た場合は、合格者数にかかわらず、翌年度以降の推薦人数を減らす場合がある。

7 推薦手続等

(1)推薦書類の提出

ア 提出デ}類

各大学において取りまとめの上、受験区分に応じて次の (ア)か ら(オ)までの書類を郵送で提出する。

スコアによ

イ 提出期間

令禾112年 4月 6日 (月 )～ 5月 12日 (火 )

※令和 2年 5月 12日 (火)消印有効 (持込不可)

ウ 提出方法

各大学において取りまとめの上、簡易書留により提出する。郵送に際しては、封筒 (角型 2号)の表面に
「特別選考③提出書類在中」と朱書きし、封筒の裏面に担当部署、担当者名及び連絡先を明記する。

(2)受験申込

ア 申込方法

被推薦者が、インターネットにより申込みを行う。

インターネットによる申込みができない場合のみ、「令和 2年度実施横浜市公立学校教員採用候補者選考試
験受験案内」に定める受験申込書を、(1)の提出書類と合わせて郵送で提出する。 (受験申込書は被推薦者が

入手すること。)

イ 申込期間

令和 2年 4月 6日 (月 )～ 5月 15日 (金)午後 5時まで

※郵送提出の場合は 5月 15日 (金)消印有効 (持込不可)

(3)注意事項

その他の受験区分、選考区分と重複して申し込むことはできない。

理科 英語

特別支

|,覧学校
1カ +働梅書 学長 (又は学部長) 〇 〇 〇 ○ ○ ○

(イ )

英検・TOHC・ TOEFL iBTの 級・スコアを証明する書類
(推薦者が

'1貢

本を確認した場合は、写し可)

各試験の実施|)隻関等 ○※ ○

(ウ )

中学校教I:111普 通免許状 (英語)取得見込証明書

又は教育l11員免許状授与証明書
大学等 〇※

(■ ) 学業式績証明書 大学等 ○ ○ ○ 〇 〇 ○

(オ ) 大学推薦結果送付書 ○ ○ ○ ○ ○ ○

′校 ・ :lttllliliり 預 推薦者又は証明者 ′
1ヽザ1交

語



8選 考方法及び結果の通知

(1)提出書類の内容を総合的に審査、選考の結果、相当と認めた者は特別選考③合格者として、第一次試験の

教科専門試験及び一般教養・教職専門試験を免除する。特別選考③の第二次試験の内容は、「令和 2年度実施

横浜市公立学校教員採用候補者選考試験受験案内」を参照すること。

(2)大学には、 6月 中旬～下旬に選考の結果を通知する。

(3)被推薦者には、次のとおり選考の結果を通知する。

ア 合格した者には、受験票に合格した旨を記載して、通知する。

イ 合格しなかった者には、受験票に一般選考で第一次試験を受験することができる旨を記載して、通知する。

(4)特別選考③合格者の第二次試験における合否結果は、第二次試験の選考結果発表日以降に、大学及び被推薦者
へ通知する。

9 提出先及び問合せ先

横浜市教育委員会事務局 教職員人事課 任用係 採用担当

住所 :(令和 2年 5月 6日 (水)まで)〒 231-0017 横浜市中区港町1-1
(令和 2年 5月 7日 (木)から)〒 231-0005 横浜市中区本町6-50-10

電話 :045-671-3246 FAX:045-681-1413


